
２０１９年５月の邦人犯罪被害事例 
 

在フランス日本大使館領事部 

 

５月中に大使館領事部に届けられた邦人の犯罪被害件数は３２件で、２０１９年の合計

は、計２０３件となりました。 

 

今月のコメント！ 

◎置き引きの被害が増加しています。ちょっとした油断により被害にあっていますので、貴重

品の管理には、常に注意を払ってください。 

◎渡航にあたっては、外務省海外旅行登録「たびレジ」への登録をお勧めします。 

【２０１９年５月の被害届分析表】 

 

 

○被害手口 当該月 累計 ○発生場所 当該月 累計

強盗 1 2 ○パリ市内及び近郊
ひったくり 1 6 地下鉄車内・駅構内 10 68
スリ 17 121 RERのB線 0 12
置引き 12 64 上記以外の電車・駅構内 0 0
車上狙い 0 5 凱旋門・シャンゼリゼ通り界隈 1 11

侵入盗（空き巣等） 1 4 エッフェル塔界隈 0 2
偽警察官 0 0 オペラ座界隈 5 19

その他の手口・不明 0 1 ルーブル・オルセー美術館界隈 2 9

合計 32 203 上記地区以外のレストラン・カフェ 2 14

上記地区以外のホテル 2 6

○事件発生時間帯 当該月 累計 上記地区以外の路上 1 16

０時台～５時台 1 4 その他の場所・不明 4 23
６時台～９時台 2 20 ○パリ市とその近郊以外
１０時台～１３時台 6 39 電車・駅等交通機関 2 9
１４時台～１７時台 8 67 レストラン・カフェ等 2 5
１８時台～２１時台 11 50 ホテル 0 0
２２時台～２３時台 2 12 路上 0 6

不明 2 11 その他の場所・不明 1 3

合計 32 203 合計 32 203

○事件発生曜日 当該月 累計 ○性別区分 当該月 累計

月曜日 1 30 男性 15 100
火曜日 3 25 女性 17 103

水曜日 8 22 合計 32 203

木曜日 4 23

金曜日 10 38 ○年齢 当該月 累計

土曜日 4 31 ２０歳未満 0 4
日曜日 2 33 ２０歳代 8 66
不明 0 1 ３０歳代 7 38

合計 32 203 ４０歳代 6 27

５０歳代 3 33

○平日・休日の別 当該月 累計 ６０歳代 3 19

平日 18 126 ７０歳以上 5 16
週末・祝祭日 14 76 不明 0 0

不明 0 1 合計 32 203

合計 32 203

○月別発生件数(２０１９年)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

50 45 45 31 32 0 0 0 0 0 0 0 203



【５月の被害例】 

１．アンヴェール駅構内でキャリーバッグを持って階段を上ろうとしたところ、女の子３

人組から「手伝います」と声をかけられた。荷物を持ってもらったが、その後、バッ

グ内から貴重品の入ったポーチを盗まれていた。（女性旅行者） 

 

２．ウァンドーム広場付近の交差点で信号待ちをしていたところ、背後からショルダーバ

ッグをひったくられ、２人組がバイクで逃走した。（男性旅行者） 

 

３．バルベス・ロシュシュアール駅構内の階段で２人組の男性から背中を蹴られ、ショル

ダーバッグを腰から引きちぎられ強奪された。（男性旅行者） 

 

４．リヨン駅で地下鉄 14号線に乗車しようとした際、人に邪魔されドアに挟まれた。その

隙に複数人に囲まれ、カバンに入っていた貴重品を盗まれた。（女性旅行者） 

 

５．オペラのロワシーバス停でバスを待っている際、突然液体をかけられた。液体を拭こ

うと焦っている間に下に置いていたショルダーバッグを盗まれた。（男性旅行者） 

 

６．オステルリッツ駅付近のペニッシュに宿泊していた際、就寝中に侵入され、貴重品の

入ったバッグを盗難された。（男性旅行者） 

 

７．凱旋門で写真を撮る際にカバンを下に置いていた。取り終わった時に男が「写真を撮

ってくれ」と言ったので撮影した。その後、カバンが盗まれていることに気づいた。（女

性旅行者） 

 

８．バルセロナからパリ行きのＴＧＶに乗車したが、リヨン駅に到着した時、座席の下に

置いていたカバンがなくなっていた。（女性旅行者） 

 

９．シャンゼリゼ－クレマンソー駅の改札口で切符が使用出来ず困っていたところ、後ろ

から青年が来て、何度か試していたが、そのうち急に青年が改札を飛び越えて行って

しまった。気づいたらバッグ内から貴重品が盗まれていた。（男性旅行者） 

 

10．パリ市庁舎前のマクドナルドで飲食中，隣の椅子に置いていたバッグを置き引きされ

た。（男性旅行者） 

 


